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【一般会計】

令和６年度 令和５年度

当初予算(案) 当初予算 増減額 増減率

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

4,959,385 4,801,843 157,542 103.3

4,959,385 4,801,843 157,542 103.3

(項１) 消 防 費 4,959,385 4,801,843 157,542 103.3

(目１)常備消防費 3,941,271 3,853,840 87,431 102.3

(目２)非常備消防費 342,726 362,812 △20,086 94.5

(目３)消防施設費 675,388 585,191 90,197 115.4

(款９) 消 防 費

消 防 局  合 計

１　令和６年度　消防局所管予算(案)総括表　

（単位：千円、％）
対前年度比較区 分

予算科目
（款・項・目）
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【職員研修費】 

 

２ 救急高度化整備事業について 

［消防局総務課］ 

 

（１）予算額       ６，８０８千円 

 

財源内訳 一般財源   ６，８０８千円 

 

 

（２）事業目的 

傷病者の救命効果の向上を目的とした救急高度化整備事業の一環と

して、救急救命士の養成を進めるもの。 
 

（３）事業内容 

国が定める「消防力の整備指針」の基準を参考とし、救急自動車 1

台に救急救命士が常時 1 名以上乗車できるよう計画的に養成している。 

今後とも市民の負託に応えるため、継続的に職員を救急救命士養成

所へ約 6 ヶ月間派遣し、国家資格である救急救命士の資格を取得させ

るもの。 
 
（４）養成経過及び予定 

年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

養成人員 3 3 3 3 3 

※ 令和 7 年度は計画数 
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【火災予防広報費】 

 

３ 五感で感じる住宅防火事業 

＜小学生防火教室＞について（新規） 
［消防局予防課］ 

 

（１）予算額         ５，０００千円 

 

財源内訳 一般財源      ５，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

子どもの防火意識の高揚を図るもの。 

 

（３）事業内容 

模擬家屋を燃焼させる火災実験及び住宅用火災警報器の有効性を

目で見て肌で感じて学ぶ小学生向け防火教室を開催するもの。 

 

（４）開催場所 

   富山県広域消防防災センター 
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【消防活動費】 

 

４ 情報収集活動用ドローン運用事業について（拡充） 

［消防局警防課］ 

 

（１）予算額         ２，２２２千円 

 

財源内訳 市債    ２，０００千円 

一般財源     ２２２千円 

 

 

（２）事業目的 

情報収集活動用ドローンによる上空からの迅速な状況把握や要救助

者の捜索等を確実に行う体制を構築し、円滑な運用を図るもの。 

 

 

（３）事業内容 

   捜索等を確実に行う体制を構築するため、災害対応ドローンを１台

から２台に増強整備し体制強化を図るもの。 

 

 
ア．災害対応ドローン   1 台 

イ．機体登録手数料     

ウ．消防業務賠償責任保険（ドローン特約）機体補償 
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【消防活動費】 

 

５ 医療関係者間情報共有アプリ導入事業について（新規） 
［消防局通信指令課］ 

 

（１）予算額         ６，９０８千円 

 

財源内訳 国庫補助金  ３，４５４千円 

一般財源   ３，４５４千円 

 

（２）事業目的 

本市救急隊と医療機関（富山医療圏内基幹病院）の連絡手段として、

チャットや画像等で傷病者情報を共有できるアプリをインストールし

たタブレットを配備し、適切な救命処置や、より迅速な搬送が可能と

なることで、効率的な救急活動の実現を図るもの。 

 

（３）事業内容 

・医療関係者間情報共有アプリの導入 

・タブレットの購入 
 
（４）整備数 

救急隊用    １７セット 

医療機関用   １０セット 

消防局指令室   ３セット 
※富山市民病院、富山県立中央病院、富山大学附属病院、富山赤十字病院、富山県済生会富山病院、 

富山西総合病院、厚生連滑川病院、かみいち総合病院、富山県ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ、富山市・医師会急患ｾﾝﾀｰ 

 
（５）その他（利用イメージ） 

救急車内 全体システム 

伝送イメージ 
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【分団運営活動費】 

 

６ 消防団活性化事業（消防団員活動服の整備）について 

［消防局総務課］ 

 

（１）予算額       ４，８８７千円 

 

財源内訳 県補助金   １，０００千円 

手数料    ２，８００千円 

一般財源   １，０８７千円 

 

 

（２）事業目的 

平成 20 年度から平成 22 年度で整備した消防団員活動服の経年劣化

が著しいため、消防団員の災害現場活動の充実と安全確保を図るため、

消防団員活動服を更新するもの。 
 

（３）事業内容 

5 ヶ年で消防団員活動服を全団員に整備。（5 ヶ年計画の 3 年目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防団員活動服 
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【分団運営活動費】 

 

７ 消防団活性化事業 

（消防団“推しゴト”紹介プロジェクト）について

（新規） 

［消防局総務課］ 

 

（１）予算額         ４，９９９千円 

 

財源内訳 雑入 ４，９９９千円 

 

（２）事業目的 

年々減少が続いている消防団員数を確保するため、消防団活動等の

写真を公募するフォトコンテストを開催し、その入賞作品を活用した

消防団員募集のＣＭを制作し、放映等を行うことで、市民に消防団の

活動を身近に感じてもらうとともに、広く消防団をＰＲし、消防団員

の募集を呼びかけるもの。 

 

（３）事業内容 

フォトコンテストの開催、ＣＭ等の制作及びテレビ・ＳＮＳ等での

放映並びに広告掲載。 

【内訳】 

フォトコンテスト開催経費        889,000 円 

ＣＭ制作関連経費           1,100,000 円 

テレビＣＭ放映関連経費        1,650,000 円 

ＳＮＳ等ＣＭ放映・広告掲載関連経費  1,360,000 円 

計                 4,999,000 円 

 

（４）イメージ 
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【消防車両等整備事業費】 

 

８ 災害対応用資機材等の整備事業について 

［消防局警防課］ 

 

（１）予算額      １９０，１４７千円 

 

財源内訳 市債   １８２，１００千円 

     雑入     ２，２６１千円 

一般財源   ５，７８６千円 

 

 

（２）事業目的 

老朽化した石油コンビナート等のタンク火災対応車両の更新整備や

消防艇の更新に向けた、基本設計を行うもの。 
 

 

（３）事業内容 

ア．常備消防車両 2 台の更新整備 

・大型化学高所放水車  1 台 

（富山北消防署和合出張所） 

・泡原液搬送車     1 台 

（富山北消防署和合出張所） 

イ．消防艇基本設計業務委託  

（富山北消防署海上分遣所） 

  （参考図） 

 

大型化学高所放水車 

泡原液搬送車 
消防艇 
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【消防車両等整備事業費】 

 

９ 消防車両等購入整備事業について 

［消防局警防課］ 

 

（１）予算額      １４９，９５１千円 

 

財源内訳 市債   １４３，５００千円 

一般財源   ６，４５１千円 

 

 

（２）事業目的 

長年の使用により老朽化している消防車両を更新整備するもの。 
 

（３）事業内容 

ア．常備消防車両 3 台の更新整備 

・消防ポンプ自動車 1 台 

（婦中消防署山田分遣所） 

・高規格救急自動車 2 台 

（富山消防署東部出張所、呉羽消防署） 

イ．非常備消防車両 3 台の更新整備 

・消防ポンプ自動車 3 台 

（寒江分団、三郷分団、神保分団） 

   

（参考図） 

常備消防車両  非常備消防車両  

 
 
 
 
 
 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 

 
 
 
 
 

 
高規格救急自動車  

 
 
 
 
 
 

消防ポンプ自動車  
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【消防車両等整備事業費】 

 

10 消防活動用機械器具等維持管理事業について 

［消防局警防課］ 

 

（１）予算額      ４３，０００千円 

 

財源内訳 一般財源 ４３，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

４０ｍはしご車の分解整備を行い、使用時の安全性を維持するもの。 
 

 

（３）事業内容 

４０ｍはしご車（富山消防署）の梯子装置、油圧機器の分解整備を

実施する。 

   

   

（参考図） 

４０ｍはしご車分解整備 
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【消防施設整備事業費】 

 

11 富山消防署北部出張所改築事業について 

［消防局総務課］ 

 

（１）予算額            ２４，２７５千円 

 

財源内訳 市債         ２４，２００千円 

一般財源           ７５千円 

 

（２）事業目的 

富山消防署北部出張所は昭和 55 年 3 月に建築（築 43 年）されてい

るため、老朽化が進んでいる。また、昭和 56 年以前の庁舎であるた

め、防災拠点としての耐震強度を有していないと推定されることから、

改築し防災拠点としての耐震強度の確保を図るもの。 
 

（３）事業内容 

改築工事に伴い、令和 5 年度に実施した基本設計に基づき、実施設

計業務等を行うもの。 
 

（４）配置図（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5年度 R6年度 R7･8年度

基本設計
実施設計

(解体設計含む)
改築工事
解体工事

〈事業スケジュール〉

 １階
 事務所 研修室 車庫 機工場
 男子・女子トイレなど

 ２階  食堂 個室仮眠室など

〈北部出張所 建物概要〉(案)
 S造2階建て 延面積 約800㎡

機工場 北部出張所 新庁舎 

北部出張所 既存庁舎 
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【消防施設整備事業費】 

 

12 分団器具置場の改築事業について 

［消防局総務課］ 

 

（１）予算額           １５３，１０２千円 

 

財源内訳 市債        １５１，５００千円 

一般財源        １，６０２千円 

 

（２）事業目的 

老朽化した消防分団器具置場を計画的に改築整備し、地域防災拠点

機能の充実を図るともに、地域に密着した消防団づくりの一助とする

もの。 
 

（３）事業内容 

ア． 富山方面団総曲輪分団（昭和 45 年 6 月建築 築 53 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事請負費（建設費）  2 年目  28,875,000 円  

（ 2 カ年計  57,750,000 円 ） 

工損調査業務  1,870,000 円  

設計意図伝達業務 2 年目 346,500 円  

（ 2 カ年計 990,000 円 ） 

庁用器具費  200,000 円  

 計   31,291,500 円  
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イ． 富山方面団愛宕分団（昭和 51 年 11 月建築 築 47 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ． 水橋方面団三郷分団（昭和 49 年 11 月建築 築 49 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

工事請負費（解体費含む）  107,000,000 円  

※アスベスト含有建材あり   

工損調査業務  4,910,000 円  

設計意図伝達業務  1,140,000 円  

庁用器具費  200,000 円  

 計  113,250,000 円  

実施設計業務（解体設計含む） 4,080,000 円  

地質調査業務  3,600,000 円  

道路用地等公共嘱託登記業務 880,000 円  

 計 8,560,000 円  
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13 富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 
 

［消防局予防課］ 
 

（１） 改正理由  
地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する

政令（令和５年 12 月６日公布、令和６年４月１日施行）に伴い、

改正するもの。 

 
（２） 改正内容 

富山市手数料条例別表に定める危険物の浮き屋根式特定屋外

タンク貯蔵所等の設置許可申請審査に係る手数料の額を、政令で

定められた手数料の額と同額とするもの。  
 

 

 
浮き屋根式特定屋外タンク貯蔵所   浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所  
 

         
                                   ※内部に浮き蓋あり 

 

（３） 施行期日 
令和６年４月１日 

区分 現行 改正案

　  1,000kl以上  5,000kl未満 1,180,000円 1,450,000円

  　5,000kl以上 10,000kl未満 1,410,000円 1,720,000円

　 10,000kl以上 50,000kl未満 1,590,000円 1,920,000円

　 50,000kl以上100,000kl未満 1,950,000円 2,360,000円

　100,000kl以上200,000kl未満 2,270,000円 2,740,000円

　200,000kl以上300,000kl未満 4,550,000円 5,640,000円

　300,000kl以上400,000kl未満 5,820,000円 7,240,000円

　400,000kl以上 7,070,000円 8,790,000円
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14 富山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

制定の件 
［消防局総務課］ 

 

（１）改正理由 

最近における社会経済情勢に鑑み、「非常勤消防団員等に係る損害

補償の基準を定める政令（昭和３１年政令第３３５号）」で定める非

常勤消防団員等の損害補償に係る補償基礎額が引き上げられることに

伴い、富山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正するもの。 

 

（２）改正内容 

ア 第５条第２項第１号、別表関係 

非常勤消防団員及び非常勤水防団員の補償基礎額を下表のとおり

とする。 
                 （単位：円） 

階級 勤務年数 

10年未満 10年以上20年未満 20年以上 

団長及び副団長 12,440 13,320 14,200 

分団長及び副分団長 10,670 11,550 12,440 

部長、班長及び団員 8,900 9,790 10,670 

 

 

階級 勤務年数 

10年未満 10年以上20年未満 20年以上 

団長及び副団長 12,500 13,350 14,200 

分団長及び副分団長 10,800 11,650 12,500 

部長、班長及び団員 9,100 9,950 10,800 

 

イ 第５条第２項第２号関係 

消防作業従事者等の補償基礎額の最低額を 8,900 円から 9,100 円

に引き上げる。 

 

（３）施行期日 

令和６年４月１日 
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